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圏域連絡会
 

開催日 参加者数 内          容 

平成28年 

5月31日 

（火） 

２４名 

○京都府及び丹後地域リハビリテーション支援センター事業 

について（平成 27 年度報告、平成 28 年度計画） 

○協議 

『地域ケア会議におけるリハビリテーションの役割について』 

管内市町の地域ケア会議の取組についてその現状や課題、 

またリハ専門職が地域ケア会議に介入することの意義、 

役割について協議 

構 

成 

機 
関 

医師会 （社）与謝医師会/北丹医師会 

医療機関 

京都府立医科大学附属北部医療センター 

京丹後市立弥栄病院／京丹後市立久美浜病院 

宮津武田病院／丹後中央病院／丹後ふるさと病院 

介護保険 

関係機関 

京都府訪問看護ステーション協議会 

京都府老人福祉施設協議会／京都府介護支援専門員会 

障害福祉機関 丹後圏域障害者総合相談支援センター 

行政機関 

宮津市／京丹後市／伊根町／与謝野町 

京都府リハビリテーション支援センター 

京都府丹後保健所 

地域包括支援センター

等に対する 

リハビリテーション 

サービスに関する 

助言・相談対応 

件  数 内          容 

４３件 

・宮津市、京丹後市、与謝野町の地域包括支援センター  

担当者と連携。その後、宮津市、京丹後市、与謝野町の  

地域ケア会議への参加  

・丹後地域のセラピスト連絡会も定期的に開催  

事業者支援の 

ための 

訪問・相談 

件  数 内          容 

６６件 

・障害分野からの相談依頼増加。 

・事業所の勉強会の講師依頼も増加。 

・ケアマネからの相談は減少。 

リハビリサービス

窓口担当者との 

定期的な 

事例検討会の開催 

開催日 参加者数 内          容 

平成28年

６月24日

（金） 

４０名 

テーマ『高齢者の肺炎を予防しよう』 

○講義「高齢者の肺炎の病態生理」 

丹後中央病院 呼吸器内科医師 佐竹 範夫 先生 

○講義「肺炎に対する呼吸リハビリテーション」 

丹後中央病院 理学療法士 平野 裕則 

○事例検討「肺炎を繰り返す高齢者について考えよう」 

施設紹介及び事例提供  

社会福祉法人 太陽福祉会 海山園 小森 淳 



リハビリサービス

窓口担当者との 

定期的な 

事例検討会の開催 

開催日 参加者数 内          容 

平成28年

8月5日 

（金） 

２４名 

テーマ『わくわく、ドキドキを見つけよう 

～障害分野のリハビリテーションと連携を考える～』 
 

○ミニレクチャー「発達障害と作業療法士としての関わり」 

作業療法士 日下部 知恵 

○講義「事例検討のコツ」 丹後保健所 精神保健福祉相談員 西邑 章 

○事例検討  

9月24日

（土） 
３１名 

テーマ『神経難病のリハビリテーション』 

○講義「神経難病のリハビリテーション」 

        佛教大学 准教授 理学療法士 石井 光昭 

平成29年

3 月 2 日

（金） 

２９名 

 

テーマ『どんなリハビリを選べばよいの 

～居宅・在宅系リハビリテーションサービスの現状と課題～』 
 

○実践報告 

「外来リハビリテーションより」 

丹後中央病院 作業療法士 坂根 勇輝 
 

「通所リハビリテーションより」 

     京丹後市やさか老人保健施設ふくじゅ 

理学療法士 小崎 章弘 

「訪問リハビリテーションより」 

  宮津訪問看護ステーション  理学療法士 曽根 佳子 
 

「地域密着型通所介護（リハビリ特化型デイサービス）より」 

  あるけるデイ・ユメライフ               井手 直毅 

○グループワーク「どんなリハビリを選べばよいの？」 

全般的な事業 

 

情報発信・研修、 

高次脳・障害児者 

その他の取組 

 

○看護職・介護職ステップアップ研修の実施（当該研修ページ参照）  
 

○【ホームページ】          ○【今年度発行物】 
http://www.tangohp.com/tangoshien.html 誤嚥性肺炎チェック・うがいとお口の体操で誤嚥性肺炎を予防しよう！  
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